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女竹屈の分買撃的研究
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Pleiob7aStuSNakaiitlJoum AmoldArboTettlm・Vl・p■145（1925〕；irLJoum・

Jap．Bot・lX．p・163（1933）・
Sytl．CaEhayanocalamusNakaiexTaket］ChiinHTAKE’’p・18（1940），T10m・nud・SynLF！OV・

Nibponocalamu＄NakaiinJour．Bot・XVlIl，p・350（1942）・Syn・nOV・

（1）PleiobIastuSargenteO－SEriatusvar．disticlluS Mt］TOi，COmb・nOV・

Syn．PleioblastuSpygmaet］8Var．disticht・SNakaiinJ・J・B・X．p・207（1934）・

NipponocaIamusaTgenled＿＄tTiatusvaT．distichuSNakail・C・XVIlIp・351（1942）・

Nom．Jap．LOroshima－Cllikt！・

（2）P・argenteO－StTiELtuSf・pUTpuTaSCcnSMuTOi，COmb・nOv・
Syn．Nip．arfienteO＿8triatusf．puTpu－aSCe雨NakaiinJ・J・B・XVlll．p・351（1942）・Syn・nOV・

Nom・Japp．MuraSaki－gOkidake・
（3）P・argenteO＿StriatuBVaT．tOmentOSuS Muroi，COmb・nOV・

Sym，N，argentCO－StriatusvaT・tOm‘entosusNakaiirlJ・J・B・p・352（1942）・SyFl・FlOv・　、

Nom．Jap．Kimmo＿gOkidake．

（4）PleioblastusaTgenteO－StTiatusvaT・COmmunisMuTOi，‘B軋FLOV・

SyrL．ATPndinaria－COmmumiSMakiT”inTokyoBo！．Mag．XXVⅢ，p．293（1914）・

Nom．Jap．Goki＿dake．

（5）P．Chimo vaT．Akebono MuTOi．comb．t10V．

Syn．Nip．Chinovar．AkeもonoNakaiinJ・J．B．文Vlll，p・354（194寧）・
Nom・Jap．Al【ebon0－Saささ．

（－6）P．CIlinQ Var．graCilis Ml】TOi comb，nOV．

Syn・Nip・ぐhino vaT・i！raciliSNakaiinJ・J・B．XVllh p・354（1942）・

NomJap・Nayo－dake・

（7）P・Chino f．nebulosuS MuTOiiTIHyOgO．Hakubu加，Kai＄hin0．13p．80（1937）；・iFLJouT・

Pl．IwatelI，nO．2p．123（1937）．

】Syn・P・Virensf・rlebuloSuSSugimotoinKey，t。瓜eTTeeS and Shrubs ofJapaTIp・406
（1936）・

Nip・VireTlSVaT・nebulosusNakaiinJour・Jap・Bot・XVHLp・367（1942）・Syn・TlOY・
Nom．Jap．Sl10boji＿きaSa．

本研究は文部省より交附された科畢研究費によりて「本邦庭於ける竹笹科の分類嬰的研究」の一部と

して悠されたものでありまして同省に射し深甚？謝意を表します。
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（81P．Chino f．puTpuraSCenS Muroi，Stat．nOv．

SyTL・・P・pt・TPuTaSムensNakaiinJ・J・B・X・p・282Eig・50．（1934）・

Nip・VirensvaT・purPuraSCenSNakai・1・C・XVllIp・367′（1942）．Syn・nOV・

Nom・J叩・MuTaSakiAino・

（9）P．Hi＄auGbiiMu－Oi，COmb・nOV・

Syn・／P・ChinovaT・HisaudliiMal血。inJ・J・B・Jll，p・44（1926）；Nakai・l・C・X・p・291
fiま．55（1934）．

．p．lati、＿ChinoKoidz．inActaPhyt．Geobot．lV．p．84（1935）．

、Nip・HiSEmChiiNakalinJ・J・B・XYHLp・356（1942）・Syn・nOV・
Nip．hti－Chino Nakai1．C．p．358．Syn，TlOv．

Nom．Jap．U＄en＿tiku．velHiroha＿aZ：uma＿neSaSa．

（10）P．hodensis YaT．nauCiIlOpiluS Muroi，ぬt．nov．

rsyrL．P．rLatJCinopiIuskoidz．itlAd息Phyt．Ceobot，IX，p．78（1940）．

lNip二nauCinopiluSNakaiinJ，J．B．XVM，p．360．（19・42）．

Nom・Jap．KansaLtOyOOb－＄a＄a．

（11）Pleioblastus（Ne2：aSa）pSeudo＿COmmunis MuTO室，Sp．nOV．

SpecieS perdistitlCtisSima fol′liis gupTa piloSis sensim acuminatis．

CulmtJS1－2m・intemodii＄SuPeTioribusl0－15cm．longisglabTisinfranodumglauco＿

hriFlOSi＄・Nodidensevillo8ivelirlfiniglaberimi．VaginaglabTa．FoliaveTSuSaPice culmi

Plura・lineaTLlarLCeOlaEa夢enSimacutninata・15－22cm・longa，2q3cm・1ata，SUPra Pil08aI

inh glabTa．

Nom．Jap．Uwage＿gOkidake．nov．

Hab・prOV・Se【bu．mhRokko（H・MuTOj）
RangeS；Harima，YamasiTO，Tamba，Tajima．

SPECJ凱「βⅩCエUJ）gjVJ）AE　＿

（12）Pleiobla＄tuSKoidz＝umii・”………r・・Nipponobambusa Koid2：umiiMuroi

（13）PleioblastussadoetlSi＄　＝‥＝…・・・・・・Nip亘nobaniht・Sa Sad。enSiS MuT。i

St7PP上月〟EⅣTtJ〟

（14）Ss9a kuTilensis var．ellipEica Muroi，VaT．nOV．

Culmus elliptic・uS．viridis velneもulosuS・

Hab．Inaba，ya2：ugtm Kamikisaichi－mura．（Al1g．1947．M．Tanaka）．
Nom・Jap・Kol⊃anJlemagaTi，nOY・

（15）NipponobambuS日Hisal】Chii MuTOi，COmb．nov．

Syn・PさeUdosasa HisauchiiMaki－10iFIThTee Pl．NewJap．p，2（1925）・

SasaeIla HisauchiiMakinoinJ・J・B．Vlp・15（1929）・
ATuIldinaria HisauchiiNakail・C，X・P．569（1934）・

－　NipporLObamt）uSalla広OnenSis Muroi、in Hyogo Hakubutsu，nO・7・P．362（1941）・

Nom・Jap・Hime－8uZu．（Makino）・
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（16）Sinoa－uPdinaTiat－anquillansMu－Oi・COmb・nOv・
SyFL．SemiarundirlaTiatranquillansKoidzlinActaPhyt・Ceob・X・P・317（1941）：XI・P・1

（f桓）（194釘・Syn・nOV：
SinoarundipariamipponicaMuroiizIAmatoresHerba刑扇X．p・19（1942）′Syn・nOY・

Nom．Jap．Inyo．liku．

Hab，Iz：umO mt．Hibasan，

摘　　　　　要

中井博士は首毅の資金と長年月をかけて、小石川植物園円に園重用竹規を地に下し比較栽増
され、その結果を植物研究難詰、■第18巻7坑に公表された、そのため永年不明であ、つた竹顎の

系統が大いに明みに出されたのである。之等は仲々の木仕事であって、中井博士によって初め
て完成された大業績であも
又先生は同静文中にメグケ属Plejdblastusから、新にカンザンチク屠NippoTlOCalamus　を猫

立せられた、その理由は

A　女竹葛の地下萱は側生であるが寒山竹島は畢生であること．
B　小者は女竹展では極めて短く先端が裁形をなす、寒山竹尾では長く後産する。

C　眉毛の附展占は女竹尾では水軍であるが、寒山竹尾では腹緑に向らて上声する。
等が主な理由である。然しAの理由はさう判然たるものでは無くヽ本土に栽増してある、寒山
盾では芸をなして生育し茸生の如くなるも九州南部、琉廠等で詳細問察すると女竹屡と寸分挙
らぬ凍童の婆となるから、この置別は困難である。Bの小者の問題は種の隈別鮎にはなるが屡
の軍別とはならぬと考へる。マダケ嵐ではモウソウチクは恐ろしく長く敬遠するしハチク、マ

ダケでは敬遠は悪い。伺、ササ巌のナンブスヾ節とチマキササ節との問には、それ以上の木き
い距があること。Cの眉毛もモヴゾウ七は寒山竹系であり、アダケ等では女竹型セある。ササ
∴最、スズ展では有無、其の間に大きい距かある。
以上三項目とも展を区別する特徴とはならぬと愚考するから、元の女竹尾に戻し、従静通り

笛の区別郡とした方が嚢菖であると考へる。

（l）オロシマチタ　中井博士は栽増の結果、ゴキダケと同一顧され琶別をされないがオロシ
マチクを地に下してゴキダケ忙なった慶でゴキグケを盆栽にしてオロシマチクにはならな
い0或は私の貧錫な観察では地におちしても、摩園に永年随へても、その型を機緯する場
合もある0その鮎オロシマチタにはヽそれ猫特の遺博子を含むものと考へるから思別する
ことにする。

一（5－8）アヅマネササ　本種は分布の範囲が荒いだけに篭やしく劉ヒ忙富んでゐる．正法寺竹
は陸中に度し、稗に黄褐色の斑紋のあるものである0中井、杉本両氏の考へる様な青放任
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とは何等関係はない。紫篠も硬見者、円田博士の指示で原産地でも観察したし、同博士所
蔵の原標本も拝見したが、・之れも東棟瞳の一品に外ならない。

（9）ウセンチク　本程は一時、東根笹の一品とされた時代があったが、東根笹は関東から東
北に亘り賢く分布するの忙反し、勿易竹は関東沌酉に賢く分布し、東北では南方にba僅

少産レ頗る稀品に屠する。
（10）カンサイトヨオカササ　庶標本は私が播磨図三濃山で採集したもので、賓殿笹の出来の
よい型で節の毛が稗稗の下部、任に生へたもので賛殿笹と別種ではない。

（11）ウハゲゴキダケ　御界竹の集の表面に粗毛の生へた特別のものである。相嘗丈も高ほ
わー他経から明町直別がつく、恐らく紺丙一囲に分布するものであらう。

（12－13）この2種は女竹展のものではなく箱根女竹尾に入れる可きものである。如ち、．眉毛

の脚直なこ，と、礫芯か6本であること、定を葉を有すること、枝は各節3本宛出ること等
により所巌を異にする。女竹展の眉毛は相平行し、波状屈曲し平滑であり、堆芯は3憶、

葉は箱根女竹尾に比して細く、枝は各節から多数末年する。
（14）コバンネ⇒ガリ　竹の桜断面は大体固形に決ってゐるが、本品は臍固形即ち、小判形で

とても珍らしい。蔑見者は此の珍品で鱒出用のパイプ、ペン事由を造ってゐる。
（15）ヒメネヾ　本塩をNjp．hakonensisとし公表して畳いたが、もつと善い種名Hisaudiiを
用ひねばならぬから新に組合せをつくった。相州箱根山の珍植物の一種である。

（16）インヤウチタ．出雲、比婆山を中心に塵する。珍らしいマグケ展の一経である云それか
ら推して苦竹、淡竹は日本及中開の原産であった事が判るであらう。傭木尾の化石も本邦
各地から度々敬見される。

木曜を業平竹尾とする尊者があるがそれには賛成出来ない。即ち、爾巌の二院別は

マダケ屠（SinoaruTldimria）

1辞は枝のある側に溝、あわ、経て
囲掟形でない。

2　各節芽2個。稀にl佃。
3　側杖は長く伸長する。
4t晋も早落性。

5　眉毛は粗随なり。
6　花序は複集合頴花。

ナリヒラダケ屠（Semiarundinaria）

程は囲桂形を呈す。

各節芽3乃至7佃。

各校は短く秀生する。
鞘は節の一部分だけに節暦を生ぜず

ために葦は長らく下垂する。
眉毛は剛直平滑なり。
花序は輩純の集合頴花。


